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目標

次を理解しましょう:
概念モデルとしてのFRBR理解

FRBR用語を理解する

i (実体)の定義
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FRBR Group 1 entity (実体) の定義

FRBR Group 1 attributes (属性) の定義

FRBR relationships (関連) の理解

・・・などなど

FRBR

Functional Requirements for Bibliographic 
Records

概念モデル
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規則ではない

“entity relationship model”を使っている
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FRBR vs. RDA vs. MARC

FRBR は概念モデル

RDA はFRBRに基づく目録のための基準

MARCはコンピューターが書誌情報を交
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MARCは ンピ タ が書誌情報を交
換し、利用し解釈するための枠組み

FRBR –書誌的宇宙のモデル化

Entity (実体) 

グループ 1 – Works, Expressions, 
Manifestations, and Items
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グループ2 – Persons, Corporate 
Bodies, Families

グル―プ3 – Concept, Place, Event, 
Object, plus all Group 1 & 2 Entities

どの “book” の目録をとりますか?

机の上にある “本” の目録を取る:
あなたが扱っているのはFRBR Group 1 Item
です。

作成する書誌レコ ドは FRBR Group 1の
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作成する書誌レコードは FRBR Group 1 の
Manifestationです。

この書誌レコードにはWorkと Expression の
特徴が含まれます

他のグループの属性も含まれることがあり
ます
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Test yourself!: FRBR Terminology 
Quiz

http://www.loc.gov/catworkshop/RDA%20tr
aining%20materials/LC%20RDA%20Training/
C ti tCaptivate‐
FRBR%20Quiz%201/FRBR%20Quiz%201‐
Captivate.htm
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空欄にはwork, expression, manifestation,item
のどれが入るでしょうか。
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